
男鹿市の財務書類 4表 

平成２２年度版 

（総務省方式改訂モデル）

男  鹿  市 



- 1 -

目       次 

Ⅰ．新地方公会計改革と財務書類４表の意義 ・・・・・・・・・  １

 １ 新地方公会計制度導入の背景について ・・・・・・・・・  １

 ２ 財務書類４表の説明について   ・・・・・・・・・・・  １

 ３ 財務書類４表の作成基準について  ・・・・・・・・・・  ２

 ４ 財務書類４表の相互関係について  ・・・・・・・・・・  ３

Ⅱ．普通会計の財務書類４表   ・・・・・・・・・・・・・・  ５

 １．貸借対照表      ・・・・・・・・・・・・・・・・  ５

  （１）貸借対照表とは   ・・・・・・・・・・・・・・・  ５

  （２）男鹿市普通会計貸借対照表  ・・・・・・・・・・・  ９

  （３）貸借対照表の概要について  ・・・・・・・・・・・ １０

  （４）貸借対照表を用いた財務分析について ・・・・・・・ １２

 ２．行政コスト計算書   ・・・・・・・・・・・・・・・・ １４

  （１）行政コスト計算書とは  ・・・・・・・・・・・・・ １４

  （２）男鹿市行政コスト計算書  ・・・・・・・・・・・・ １５

  （３）行政コスト計算書の概要について   ・・・・・・・ １６

  （４）行政コスト計算書を用いた財務分析について ・・・・ １６

 ３．純資産変動計算書   ・・・・・・・・・・・・・・・・ １７

  （１）純資産変動計算書とは  ・・・・・・・・・・・・・ １７

  （２）男鹿市純資産変動計算書  ・・・・・・・・・・・・ １９

  （３）純資産変動計算書の概要について  ・・・・・・・・ ２０

 ４．資金収支計算書    ・・・・・・・・・・・・・・・・ ２１

  （１）資金収支計算書とは   ・・・・・・・・・・・・・ ２１

  （２）男鹿市資金収支計算書   ・・・・・・・・・・・・ ２２

  （３）資金収支計算書の概要について  ・・・・・・・・・ ２３

Ⅲ 男鹿市全体の財務書類４表   ・・・・・・・・・・・・・ ２５

 １ 市全体の対象範囲と前提条件について  ・・・・・・・・ ２５

 ２ 市全体の財務書類４表    ・・・・・・・・・・・・・ ２６

Ⅳ 連結財務書類４表    ・・・・・・・・・・・・・・・・ ３０

 １ 連結財務書類４表とは    ・・・・・・・・・・・・・ ３０

 ２ 連結の対象範囲と前提条件について   ・・・・・・・・ ３０

 ３ 連結財務書類４表    ・・・・・・・・・・・・・・・ ３２



- 1 -

Ⅰ．新地方公会計改革と財務書類４表の意義 

１ 新地方公会計制度導入の背景について 

現在、地方公共団体で取り入れている会計手法は、歳入と歳出を現金の受け渡しの時

点で認識する現金主義をとり、会計年度独立の原則に基づき単年度会計で、単式簿記によ

る歳入・歳出の収支という事実に基づいた決算書などの財務書類を作成しています。 

地方公会計改革では、「地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法

律」が平成12年4月1日に施行され、地方分権の流れが加速するのと歩調を合わせ、既存

の経常収支比率など現金収支にかかる情報を中心とした財政指標だけでなく、資産や負債

などの情報やコストを意識し、自治体の財政状況を総合的かつ長期的に把握するために、

企業会計的手法の導入が必要とされています。これを受け総務省は、「地方公共団体にお

ける行政改革の更なる推進のための指針」を平成 18 年 8 月 31 日に示し、発生主義・複式

簿記の考え方を取り入れた公会計の整備を促進するとともに、財務書類の作成モデルを示

し、普通会計ベース及び連結ベースでの「貸借対照表」「行政コスト計算書」「純資産変動

計算書」「資金収支計算書」の財務書類４表の作成及び公表を要請しています。 

このことを踏まえ、本市では、総務省の「新地方公会計制度実務研究会報告書」で示され

た財務書類作成モデルのうち、「総務省方式改訂モデル」を用いて、普通会計単体、そして

普通会計・特別会計・公営企業会計を連結した市全体、さらに市と連携協力して行政サー

ビス等を行っている一部事務組合、広域連合、土地開発公社、第三セクターを含めた連結

の財務書類４表を作成し公表します。 

２ 財務書類４表の説明について

現在の会計手法は、会計年度独立の原則に基づいて、年度単位を基本とし、歳入と歳

出を差し引きする単式簿記の方法を用いることで、客観性の高い期間損益計算を行うことが

できる反面、取得した資産の状況や減価償却などの費用についての把握ができませんでし

た。そこで、「貸借対照表」、「行政コスト計算書」、「純資産変動計算書」、「資金収支計算

書」の財務書類４表を作成することで、現金主義の会計制度では把握することが困難な建

物等の現在の価値、市債の償還金、退職手当引当金などの将来的に必要な支出、建物等

の減価償却による費用、市で保有する資産及び債務のストック情報や行政コストなどを把握

するための補完的な役割を果たすことになります。 

・ 「貸借対照表」は、左側（借方）に資産、右側（貸方）に資産を形成した財源としての負

債と純資産の３要素で構成されています。これにより、行政サービスを提供するための

資産をどれだけ保有しているか、また、将来世代の負担となる地方債等の債務がどのく

らいあるかなどについて知ることができます。 



- 2 -

・ 「行政コスト計算書」は、男鹿市が１年間に提供した行政サービスに要したコストを性質

別及び目的別に明らかにしたものと、その財源である使用料や負担金などの収入の状況

を表したものです。これにより、行政の分野ごとにサービスを提供するのに、どのような性

質の経費がどの程度用いられているかを知ることができます。 

・ 「純資産変動計算書」は、貸借対照表の純資産の部に計上されている各数値が、１年

間でどのように変動したかを表しています。 

・ 「資金収支計算書」は、行政活動を資金の流れからみたものであり、資金の増減内訳

を一定の活動区分（経常的収支、公共資産整備収支、投資・財務的収支）別に表したも

のです。 

３ 財務書類４表の作成基準について

本市の財務書類４表は、平成１９年１０月に総務省が示した「新地方公会計制度実務研

究会報告書」に基づき、同省の昭和４４年度以降の「地方財政状況調査表」、「地方公営企

業決算状況調査表」及び「歳入歳出決算書」などを用いて作成しました。 

また、男鹿市土地開発公社、男鹿市地域振興公社については、当該団体において作成

した決算書類等をもとに作成しました。  

（１） 対象年度 

対象年度は平成２２年度で、平成２３年３月３１日を作成基準日としています。なお、出納

整理期間における出納については、基準日までに終了したものとして処理しています。 

（２） 対象範囲 

男鹿地区消防一部事務組合 

男鹿地区衛生処理一部事務組合 

八郎湖周辺清掃事務組合 

秋田県後期高齢者医療広域連合 

秋田県市町村総合事務組合 

秋田県市町村会館管理組合 

男鹿市土地開発公社 

おが地域振興公社 

連  結 

国民健康保険特別会計 

老人保健特別会計 

診療所特別会計 

介護保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

下水道事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

漁業集落排水事業特別会計 

病院事業会計 

上水道事業会計 

ガス事業会計 

市全体 

普通会計 

一般会計 

診療所特別会計 
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４ 財務書類４表の相互関係について 

  財務書類４表の相互関係を示したのが下記の図です。 

①  貸借対照表の資産のうち歳計現金（資金）の金額は、資金収支計算書の期末歳計現

金（資金）残高と対応します。貸借対照表では、現金の残高だけを表示していますが、

資金収支決算書では、現金の残高になるまでの明細も表示しているので、資金収支計

算書は貸借対照表の現金の明細表と言えます。 

  ② 貸借対照表の「純資産」の金額は、資産と負債の差額として計算されますが、これは純

資産変動計算書の「期末純資産残高」と対応します。前年度の貸借対照表の純資産の

部の額が今年度の純資産の部の額に変化した内容を増加と減少に分けて表示したもの

で、①と同様に純資産変動計算書は貸借対照表の純資産の部の明細表と言えます。 

  ③ 行政コスト計算書の「純経常行政コスト」の金額は、経常行政コストと経常収益の差額

ですが、これは純資産変動計算書の「純経常行政コスト」と対応します。 

資産の部 

･････ 

･････ 

･････ 

・・・・・ 

負債の部 

純資産の部 

貸借対照表 行政コスト計算書 

経常行政コスト 

          ｜ 

経常収益 

          ‖ 

歳計現金
純経常行政コスト

資金収支計算書 純資産変動計算書 

収入 

｜ 

支出 

‖ 

当年度歳計現金増減額 

＋ 

期首歳計現金残高 

‖ 

期首純資産残高 

｜ 

＋ 

一般財源、補助金等受入 

± 

臨時損益等 

‖ 

期末歳計現金残高

①

純経常行政コスト 

期末純資産残高 

③②
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普通会計の財務書類４表 
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Ⅱ 普通会計の財務書類４表 

１ 貸借対照表 

（１） 貸借対照表とは 

当該年度末における資産、負債等の状況を表す財務書類で、これまでの行政活動に

よって形成された建物や土地などの資産と、その資産を形成するために要した負債や財

源との関係を表すものです。 

資産の部、負債の部及び純資産の部で構成され、左側（借方）に資産、右側（貸方）に

その資産を形成したため将来の世代が今後支払いが必要な負債と、これまでの世代が

負担し支払いの必要がない純資産を計上しています。 

貸借対照表のイメージ 

借   方 貸   方 

＜資産の部＞ ＜負債の部＞ 

 これまでに形成された道路・学校などの  将来の世代が負担する金額 

施設や、基金・現金などの将来世代に引     （地方債、退職手当引当金等） 

き継ぐものの金額 ＜純資産の部＞ 

    これまでの世代が負担した金額 

      （国庫支出金、一般財源等） 

 【貸借対照表の構成】 

 [資産の部] 

公共資産 

① 有形固定資産 

  有形固定資産は、長期間にわたって行政サービスを提供するために使用されるもので、

具体的には土地や建物、機械器具などです。昭和４４年度以降の「地方財政状況調査

表」の普通建設事業費（補助金等として団体等に支出した金額を除く。）を集計し、減価

償却の計算を実施した後の金額を、行政目的別に区分して計上しています。 

  減価償却については、総務省が公表した「新地方公会計制度実務研究会報告書」に

定められた有形固定資産耐用年数区分表により定額法で計算しています。ただし、土地

については、使用することにより磨耗損耗することはないため、減価償却は行いません。 

 また、普通建設事業費のうち、市以外の団体に補助金又は負担金として支出した金額

については、市の所有する資産ではないため、有形固定資産として計上していません。し
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かし、住民が広く利用でき、住民生活に役立つものであることから、貸借対照表の末尾に

「他団体及び民間への支出金により形成された資産」として注記しています。 

有形固定資産耐用年数区分表 

区    分 
耐用 

区    分 
耐用 

区    分 
耐用 

年数 年数 年数 

 １ 総務費  （４） 砂防 50    イ 都市下水路 20 

 （１） 庁舎等 50  （５） 漁港 50    ウ 区画整理 40 

 （２） その他 25  （６） 農業農村整備 20    エ 公園 40 

 （７） 海岸保全 30    オ その他 25 

 ２ 民生費  （８） その他 25  （８）  住宅 40 

 （１） 保育所 30  ６ 商工費 25  （９）  空港 25 

 （２） その他 25  （10） その他 25 

 ７ 土木費 

 ３ 衛生費 25 
 （１） 道路 48  ８ 消防費 

 （２） 橋りょう 60  （１） 庁舎 50 

 ４ 労働費 25 
 （３） 河川 49  （２） その他 10 

 （４） 砂防 50     

 ５ 農林水産業費  （５） 海岸保全 30   ９ 教育 50 

 （１） 造林 25  （６） 港湾 49 

 （２） 林道 48  （７） 都市計画 １０ その他 25 

 （３） 治山 30    ア 街路 48 

② 売却可能資産 

   売却可能資産とは、市の普通財産（山林を除く。）のうち、行政サービスの提供には

活用をされていないが、将来の現金獲得能力があると考えられる土地を計上していま

す。また、売却可能資産の評価額は、固定資産評価額を基礎として算定しています。 

投資等 

① 投資及び出資金 

   公営企業（病院事業・上水道事業・ガス事業）や男鹿市土地開発公社などへの出資

金や出捐金の現在高を計上しています。投資損失引当金は、市場価格のない出資金

などについて実質価格を算定し、取得価格に比べ３０％以上低下した場合に、その差
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額をマイナス計上しています。 

② 貸付金 

   貸付金には、市が貸し付けている金額のうち回収期限が到来していない現在高を計

上しています。 

③ 基金等 

   基金等には、特定の目的のために資金を積み立てる「特定目的基金」（地域振興基

金、教育施設整備基金、観光施設基金など）、特定の目的のために定額の資金を運

用する「定額運用基金」（奨学基金、農業振興資金貸付基金など）のほか、「土地開発

基金」を計上しています。 

なお、財政調整基金や減債基金は、行政運営や地方債償還に充てる基金であり、

流動資産の現金預金に計上しています。 

 ④  長期延滞債権

長期延滞債権には、市税や使用料（公営住宅使用料など）、負担金（保育園保育料

など）などの収入未済額のうち、前年度以前に発生した債権（滞納繰越分）を計上して

います。 

⑤ 回収不能見込額

   「貸付金」及び「長期延滞債権」のうち、将来回収不能となることが見込まれる金額を

計上しています。回収不能見込額は、過去の不納欠損実績率等をもとに回収不能見

込額を算出して計上しています。 

流動資産 

  ① 現金預金

  財政調整基金、減債基金、歳計現金（前年度繰越金）を計上しています。 

② 未収金

市税や使用料、負担金などの収入未済額のうち、当該年度に発生した債権（収入未

済金）を計上しています。なお、長期延滞債権と同様に、未収金に係る回収不能見込額

は、過去の不納欠損実績率等をもとに算出し計上しています。 

[負債の部] 

固定負債 

① 地方債 

   地方債の元金償還金のうち、翌々年度以降に予定されている元金償還金を計上し

ています。翌年度元金償還金予定額は、「流動負債」に計上しています。 

② 退職手当引当金

当該年度末において、在籍する職員全員（定年退職者を除く。）が普通退職した場

合に必要となる退職手当の支給額を計上しています。退職手当は、支給時に一時に発

生するものではなく、職員の在籍期間を通じて徐々に発生していくという考え方に基づ
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き、年度末の要支給額を見積り計上したものです。(本市の場合、退職手当組合に加入

しているため、秋田県総合事務組合から支払われています。) 

③ 損失補償等引当金 

   財政健全化法の健全化判断比率の一つである「将来負担比率」の算定に含められ

ている土地開発公社、第三セクター等の設立法人の負債の額等に係る一般会計等負

担見込額について計上しています。 

流動負債 

① 翌年度償還予定地方債 

   地方債の元金償還金のうち、翌年度に償還する予定の金額を計上しています。 

② 賞与引当金 

翌年度の６月に支払う予定の期末勤勉手当のうち、当該年度負担相当分を計上して

います。これは、１２月から５月までの６ヶ月間を支給対象期間としているため、そのうち

１２月から３月までの４ヶ月分については、当該年度の負担相当額となるためです。 

[純資産の部] 

「純資産の部」とは、住民サービスを提供するために保有している財産に対応する財源のう

ち、現在までの世代が負担した部分と資産を時価評価した際の評価差額部分からなり、資産

から負債を引いた残額となります。 

① 公共資産等整備国県補助金等

「有形固定資産」を取得する際に、その財源として国及び県から受けた補助金等（減

価償却分を除いた額）を計上しています。 

② 公共資産等整備一般財源等

「有形固定資産］及び「投資等」に対して投入された財源のうち、地方債や国県補助

金等を除いた額を計上しています。有形固定資産等を取得する際に投じられた一般財

源等（減価償却分を除いた額）が計上しています。 

③ その他一般財源等

「純資産」のうち「公共資産等整備国県補助金等」、「公共資産等整備一般財源等」及

び「資産評価差額」を除いた額を計上しています。 

④ 資産評価差額

「投資及び出資金」のうち市場価格のある有価証券の取得価格と時価との差額などを

計上しています。 
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（２） 男鹿市普通会計貸借対照表
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（３） 貸借対照表の概要について

【資産の部】 

① 公共資産

  公共資産は、「有形固定資産」と「売却可能資産」で構成され、前年度より９億６，３０６万９

千円減の５７４億８，８４０万１千円で、総資産の９２．８％を占めています。 

  公共資産のうち、「有形固定資産」の行政目的別内訳は、道路や住宅整備などの「生活イ

ンフラ・国土保全」が２４２億３，４２６万９千円で構成比の４２．２％と高い割合を占めているほ

か、漁港や農道整備などの「産業振興」が１３９億４，５６７万５千円で２４．３％、小中学校や体

育施設整備などの「教育」が１１８億９，３１３万円で２０．７％となっています。 

  また、「売却可能資産」は、市の普通財産のうち、公募している宅地等を計上し、３，４６８万

３千円で０．１％となっています。 

② 投資等

   投資等には、公営企業や第三セクターへの「投資及び出資金」や「貸付金」、「基金」、回

収期限から１年以上回収できていない「長期延滞債権」などが計上されており、その他特定

目的基金の地域振興基金に３億３９万１千円、教育施設整備基金に１億６万２千円を積み立

てしたことなどで、前年度より４億４，３１９万５千円増の２１億５，８２３万７千円となっています。 

  「投資及び出資金」は、３億５，３０２万８千円で、公営企業や第三セクターなどへの出資等

により、行政サービスの提供に活用されています。主なものとして、上水道事業会計２億８０５

万５千円、株式会社男鹿水族館３，１００万円、株式会社おが地域振興公社１，０００万円、 

男鹿市土地開発公社５００万円などがあります。 

  「貸付金」は、地域総合整備資金貸付金と高齢者住宅整備資金貸付金で１億１，７７９万８

千円となっています。 

  「基金等」は、１５億３，７８２万７千円で、地域振興基金や教育施設整備基金などのその他

特定目的基金が１３億９，８６７万５千円、土地開発基金が４，４７６万４千円、奨学基金や農業

振興資金貸付基金などのその他定額運用基金が９，４３８万８千円となっています。 

  「長期延滞債権」は、回収期限から１年を経過しても回収されていない市税や保育料のほ

か、高齢者住宅整備資金などで３億９５２万５千円となっています。前年度より６０９万円３千円

の減となっています。 

  「回収不能見込額」は、過去５年間の不納欠損の実績率等により算出し、前年度より８２５万

７千円減の１億５，９９４万１千円となっています。 

③ 流動資産

   流動資産には、歳計現金や財政調整基金、減債基金のほか、市税などの未収金が計上

され、前年度より８億８８７万５千円増の２３億３，３８６万７千円となっています。増となった主な

要因は、財政調整基金が６億３，９６８万２千円、歳計現金が１億６，８８６万４千円増加したこと

によるものです。 
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   「現金預金」は、災害などの不測の支出に備えて積み立てている財政調整基金が１７億１，

７５２万５千円、減債基金が５６万７千円、歳計現金が５億８，２４３万６千円となっています。 

   「未収金」は、現年度調定したもので収入未済額となったもので、市税や保育料などで３，

３３３万３千円となっています。 

【負債の部】 

① 固定負債

   固定負債は、平成２４年度（翌々年度）以降に元金償還が予定される「地方債」が１４３億８，

０５０万１千円、定年退職者を除く全職員が当該年度末に普通退職したと仮定した場合に必

要となる「退職手当引当金」が３３億４，１７５万６千円などで、前年度より３億４，０８６万３千円

減の１７７億８，９９９万１千円となっています。 

②  流動負債 

流動負債は、１年以内に償還が行われる「翌年度償還予定地方債」や「賞与引当金」など

で、前年度より１，１７６万円減の１８億８３８万２千円となっています。 

   「翌年度償還予定地方債」は、「地方債」のうち、翌年度（平成２３年度）に償還する元金

で、１６億８，０１２万２千円となっています。 

   「賞与引当金」は、翌年度（平成２３年度）の６月に支給される期末勤勉手当のうち平成２２

年度負担相当額（平成２２年１２月から平成２３年３月までの分）で、１億２，８２６万円を計上

しています。 

【純資産の部】 

① 公共資産等整備国県補助金等 

行政サービス提供するための資産整備などの財源として、国・県から受けた補助金等の

額は、前年度より３億３，８５６万８千円減の１６３億８，７６２万３千円となっています。 

② 公共資産等整備一般財源等 

   行政サービスを提供するための資産整備などの財源のうち、国・県補助金等と建設地方

債を除いた額で、前年度より３億３，９５７万４千円増の３３６億７，１２６万６千円となっていま

す。 

③ その他一般財源等

    公共資産等以外の資産から公共資産等整備財源以外の負債を差し引いた額で、マイナ

ス７７億７４９万円となっています。これは、翌年度以降、自由に使えるお金が拘束されてい

ることを表していますが、前年度より６億１，５１６万２千円減少しています。 

   具体的には、資産形成につながらない負債（退職手当引当金、臨時財政対策債など）の

支出のための積み立てがなされていないため、将来の税収等の一般財源により賄わなけれ
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ばならないため、その分として「その他一般財源等」をマイナスで表しています。 

（４） 貸借対照表を用いた財務分析について

① 社会資本形成の世代間負担比率

  社会資本整備の結果を示す有形固定資産のうち、純資産による整備割合をみることによ

り、これまでの世代によって、すでに負担された分の割合をみることができます。 

    また、地方債による整備割合を見ることにより、将来返済しなければならない将来世代に

よる負担の割合をみることができます。 

   ○ 社会資本形成の世代間負担比率 

       （平成２３年３月３１日現在） 

（単位：千円、％） 

項      目 平成２２年度  平成２１年度    増 減 

 公共資産合計               a 57,488,401 58,451,470 △963,069 

 純資産合計                     b 42,382,132   41,740,508  641,624 

 地方債（翌年度償還予定額を含む） c 16,060,623 16,156,426 △95,803 

 過去及び現世代負担比率       b／a      73.7 71.4     2.3 

 将来世代負担比率             c／a       27.9 27.6    0.3 

・将来世代負担比率の平均的な数値  １５％～４０％ 

・過去及び現世代負担比率の平均的な数値  ５０％～９０％ 

 比率が高ければ高いほど、負担が大きいことを表しています。 

（注）資産のうち有形固定資産に対する純資産、地方債の割合を見たものであるため、両比率の 

  合計は１００％にはなりません。 
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③ 住民一人当たりの貸借対照表

   貸借対照表を住民一人当たりに換算すると、資産は１，９０万４千円、負債は６０万２千円、

純資産は１３０万２千円になります。 

   住民一人当たりの貸借対照表 （平成２３年３月３１日現在） 

         （単位 千円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

 １ 公共資産 1,766  １ 固定負債 546

 ２ 投資等 66  ２ 流動負債 56

 ３ 流動資産 72 負債合計 602

純 資 産 の 部 

純資産合計 1,302

資産合計 1,904 負債・純資産合計 1,904

   （平成 23 年 3 月 31 日現在住民基本台帳人口 ３２，５６０人） 

④ 資産老朽化比率

   有形固定資産のうち、土地以外の償却資産（建物や工作物等）の取得価格に対する減価

償却累計額の割合を計算することにより、耐用年数に対して償却資産の取得からどの程度

経過しているかを全体として把握することができる比率で、４９．８％となっています。比率は、

高いほど老朽化が進んでいることを表し、平均的な数値は、３５％～５０％となっています。 

  資産老朽化比率（％）＝年度末減価償却累計額÷年度末有形固定資産現在高×１００ 

⑤  歳入額対資産比率 

   歳入額対資産比率は、３．６０となっています。この比率は、歳入総額に対する資産の比

率であり、形成された資産は何年分の歳入が充当されたかを見ることができます。この比率

は高いほど社会資本の整備が進んでいることを表し、平均的な数値は３.００～７.００となって

います。 

  歳入額対資産比率＝資産合計÷歳入総額 
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２．行政コスト計算書 

（１） 行政コスト計算書とは

 男鹿市が１年間に提供した行政サービスに要したコストと、その行政サービスの対価として得

られた負担金や使用料などの収入を明らかにしたものです。貸借対照表が将来世代も利用で

きる資産の形成を示しているのに対し、行政コスト計算書は人的なサービスや給付サービスな

どの資産形成につながらない行政サービスの活動実績をコストという側面から把握したもので

す。   

【行政コスト計算書の構成】 

計 上 項 目 内   容 

経 

常 

行 

政 

コ 

ス 

ト 

人件費 給与費等から前年度賞与引当金計上額を除いた額 

退職手当引当金繰入金 
退職手当組合負担金及び引当金として当該年度に新たに

計上した額 

賞与引当金繰入金 当該年度に貸借対照表に計上した賞与引当金の額 

物件費 旅費、光熱水費、委託料、備品購入費などの経費 

維持補修費 施設などの維持修繕に要した経費 

減価償却費 
有形固定資産の経年劣化等に伴い、価値が減少したと理論

上考えられる額 

社会保障給付費 
高齢者や障がい者に対する援護措置、児童手当の支給、生

活保護費などに要した経費 

補助金等 

他会計等への支出額 

一部事務組合負担金や各種団体に対する補助金など 

特別会計などに対する繰出金など 

他団体への公共資産整備補

助金等 

投資的経費のうち他団体等への資産形成のための補助金

など 

支払利息 地方債及び一時借入金の利子支払額 

回収不能見込計上額 
市税や使用料などのうち、回収不能見込額として新たに貸

借対照表に計上した額及び当該年度の不納欠損額 

その他行政コスト 上記以外の行政コスト 

経常

収益 

使用料・手数料 

分担金・負担金・寄附金 

当該年度の収入額と長期延滞債権及び未収金として新たに

貸借対照表に計上した額 

純経常行政コスト 
経常行政コストから行政サービス提供の対価である経常収

益を差し引いた金額 
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（２） 男鹿市行政コスト計算書
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（３） 行政コスト計算書の概要について

  「経常行政コスト」は、資産形成に結びつかない１年間の行政サービスを提供するのに要し

た経費の金額とその支出の性質を表し、一方、「経常収益」は施設利用料や保育料など主に

行政サービスの提供の結果得られた受益者負担を表しています。平成２２年度の「経常行政コ

スト」は、総額で１４３億６，７５１万８千円となりました。これに対して、直接の受益者負担である

「経常収益」は２億４，８４７万円で、差引である「純経常行政コスト」は、前年度より８，８１８万７

千円増の１４１億１，９０４万８千円となっています。この純経常行政コストは、行政サービスを提

供するため、市税や国県補助金等で賄わなければならないコストになります。 

（４） 行政コスト計算書を用いた財務分析について 

①  受益者負担比率 

   受益者負担比率は、前年度同率の１．７％となっています。この比率は、発生した行政コ

ストを、いわゆる受益者負担（経常収益）でどの程度賄えているかを見ることができます。平

均的な数値が２．０％～８．０％ですので、本市は行政サービスの受益者が直接的に負担す

る割合が低いことを表しています。 

    受益者負担比率（％）＝経常収益÷経常行政コスト×１００ 

②  行政コスト対税収等比率 

   行政コスト対税収等比率は、９８．１％となっています。この比率は、当年度に行われた行

政サービスのコストから受益者負担分を除いた純経常行政コストを、どの程度、当年度の負

担で賄うことができたかを見ることができます。比率が１００％を下回っている場合は、翌年度

以降へ引き継ぐ資産が蓄積されたか、翌年度以降に引き継ぐ負担が軽減されたことを表し、

１００％を上回っている場合は、過去から蓄積した資産が取り崩されたか、翌年度以降へ引

き継ぐ負担が増加したことを表しています。平均的な数値は、９０．０％～１１０．０％となって

います。 

   行政コスト対税収等比率（％）＝純経常行政コスト÷（一般財源＋補助金等受入（その他

一般財源等の列）×１００ 

③  住民一人当たりの行政コスト 

   行政コスト計算書を住民一人当たりに換算すると、人にかかるコストが８万円、物にかかる

コストが１２万８千円、移転支出的なコストが２２万４千円などで経常行政コストは４４万１千円

となっており、使用料等の経常収益として７千円が直接的な負担となっています。 
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住民一人当たりの行政コスト

（単位 千円） 

性質別分類 金   額 

  １ 人にかかるコスト   80

  ２ 物にかかるコスト   128

  ３ 移転支出的なコスト   224

  ４ その他のコスト   ９

経常行政コスト a 441

  １ 使用料・手数料   6

  ２ 分担金・負担金・寄附金   1  

経常収益 b 7

純経常行政コスト a－b 434

（平成 23 年 3 月 31 日現在住民基本台帳人口 ３２，５６０人） 

３ 純資産変動計算書 

（１） 純資産変動計算書とは

  純資産変動計算書は、貸借対照表の純資産の部に計上されている各数値が１年間でどの

ように変動したかを表しています。貸借対照表の純資産の部は、これまでの世代が負担して

きた部分ですので、１年間でこれまでの世代が負担してきた部分が増えたのか減ったのかが

わかります。 
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各項目の説明 

計 上 項 目 内   容 

 期首純資産残高  前年度末の貸借対照表における純資産残高 

 純経常行政コスト 
 行政コスト計算における純経常行政コスト（マイナス計

上） 

一
般
財
源

 地方税  市税の調定額 

 地方交付税  普通交付税・特別交付税 

 その他行政コスト充当財源  地方譲与税、各種交付金、諸収入など 

 補助金等受入 
 国庫支出金及び県支出金のうち、公共資産形成の財源 

 となった金額 

 公共資産徐売却損益  公共資産を除売却した場合の帳簿価額と売却額の差額 

科

目

振

替

 公共資産整備への財源投入 
 貸借対照表の公共資産を整備するために投じられた財

源（国・県支出金及び地方債を除く）の変動 

 公共資産処分による財源増   公共資産を除売却した場合の財源の変動 

 貸付金・出資金等への財源投  

入 

 投資及び出資金の支出、貸付金の貸付、基金の積立等 

 に投じられた財源の変動 

 貸付金・出資金等の回収等に

よる財源増 

 投資及び出資金、貸付金の回収、基金の取り崩し等に 

 よる財源の変動 

 減価償却による財源増 
 減価償却により公共資産等整備に係る財源からその他 

 一般財源に振り替わった額 

 地方債償還に伴う財源振替 
 地方債元金償還額に負担した一般財源をその他一般財

源から公共資産等整備一般財源へ振り替えた額 

 資産評価替による変動額 
 資産の評価替えを行った際の差額や、売却可能資産に 

 新規・追加計上した額 

 期末純資産残高  当該年度の貸借対照表における純資産残高 
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（２） 男鹿市純資産変動計算書 
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（３） 純資産変動計算書の概要について 

 平成２２年度純経常行政コスト１４１億１，９０４万８千円に対して、地方税や地方交付税など

の経常的な一般財源が１１５億４，２６１万６千円、経常的なコストに対する補助金が３２億１，８

３６万１千円となっています。臨時損益がマイナス２，１７９万８千円となっています。 

 この結果、期首に４１７億４，０５０万８千円であった純資産残高は、期末では４２３億８，２１３

万２千円となっています。 

① 公共資産等整備国県補助金等

 社会資本整備総合交付金、河川改修事業や漁港整備事業費補助金など、公共資産等整

備に新たに３億６，７１０万４千円の国県補助金を受け入れましたが、有形固定資産の補助金

相当部分の減価償却が 7 億５６７万２千円あり、公共資産等整備国県補助金等の期末純資産

残高は１６３億８，７６２万３千円となっています。 

② 公共資産等整備一般財源等

 公共資産等の整備に充当された財源のうち、国県補助金と建設地方債を除いたもので、期

末の純資産残高は、３３６億７，１２６万６千円となっています。 

③ その他の一般財源等 

ア 純経常行政コストと財源 

 純経常行政コスト１４１億１，９０４万８千円に対して、地方税や地方交付税などの経常的な一

般財源等を１１５億４，２６１万６千円、補助金等を２８億５，１２５万７千円充てた結果、２億７，４８

２万５千円の財源超過になっていることがわかります。 

イ 科目振替 

・ 公共資産整備への財源投入、貸付金・出資金等への財源投入 

これは、使途が特定されていなかった一般財源等が、公共資産の整備や貸付金、出資

金の財源として使用されることにより、公共資産等整備一般財源等として拘束されることを

表してします。８億４，１４７万８千円の一般財源等が公共資産の整備に、５億３８７万４千円

の一般財源等が貸付金、出資金等に投入されたことになります。 

・ 貸付金・出資金等の回収等による財源増 

  これは、貸付金や出資金、公共資産整備のための基金など公共資産等の財源として拘

束されていた財源が、貸付金や出資金等の回収により使途が自由な一般財源等へ振り替

わったり、基金の取崩しがあったことを表しています。貸付金・出資金等の回収や基金の

取崩しなどが４億６，３４０万７千円となっています。 

・ 減価償却による財源増

    公共資産等の財源として拘束されていた財源が、公共資産の減価償却に伴い一般財源

等として回収されたことを表しています。 
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    ２３億２，０４２万円の減価償却のうち、国県補助金等を財源とする部分で７億５６７万２千

円、一般財源等を財源とする部分で１６億１，４７４万８千円が、公共資産等整備国県補助

金等及び公共資産等整備一般財源等からその他一般財源等へそれぞれ振り替えられて

います。 

・ 地方債償還等に伴う財源振替 

  公共資産等整備の財源として発行した地方債の元金を償還することにより、地方債によ

り賄われていた部分が一般財源に置き換わることになります。公共資産等整備財源として

発行した地方債元金を償還することは、公共資産整備への財源投入と同じ性質を持つこ

ととなります。地方債元金の償還により、１１億７９９万１千円が公共資産等整備一般財源

等として拘束されたことを表します。前年度より、２億５２０万７千円減少しています。 

  以上のことから、男鹿市の公共資産等整備一般財源等の列を見ると、純額で３億３，９５７万

４千円（期末純資産残高３３６億７，１２６万６千円－期首純資産残高３３３億３，１６９万２千円）

の一般財源が増加し、公共資産等整備一般財源等として拘束される一般財源が増加してい

ます。 

４．資金収支計算書 

（１） 資金収支計算書とは

  １年間の資金（歳計現金）の流れを活動別に「経常的収支の部」、「公共資産整備収支の

部」、「投資・財務的収支の部」の３つの区分に分けて表示した財務書類です。 

  経常的収支の部には、人件費や物件費などの支出と税収や手数料などの経常的な行政

活動による資金収支の状況が表示されます。 

  公共資産整備収支の部には、公共資産整備による支出とその財源（地方債、補助金等）に

よる資金収支の状況が表示されます。 

  投資・財務的収支の部には、出資、基金積立、借金の返済などの支出とその財源による資

金収支の状況を表示されます。 

  資金収支計算書の３つの区分は、経常的収支の部で生じた黒字額で、公共資産整備収支

の部と投資・財務的収支の部の赤字額を穴埋めするという関係にあります。 

  経常的収支の黒字額よりも公共資産整備収支と投資・財務的収支の赤字額が大きい場合

は、期首にあった歳計現金が減少することになります。 



- 22 -

（２）男鹿市資金収支計算書
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（３） 資金収支計算書の概要について 

【経常的収支の部】 

 経常的な行政サービスに伴う現金収支である経常的収支は、人件費２８億２８万７      

千円、物件費１７億８，５６６万円、社会保障給付費２５億９，０５３万５千円などで支出合計１０９

億７３０万２千円に対して、地方税３９億６，５２１万３千円、地方交付税６７億３，７０４万２千円、

国県補助金等２８億２，０６７万円などで収入合計は１５４億４，００２万９千円で、差引き４５億３，

２７２万７千円の黒字となりました。 

【公共資産整備収支の部】 

 道路や漁港など社会資本を整備した公共資産整備支出が１４億７，２０６万２千円、他団体の

公共資産整備への補助金等を支出した公共資産整備補助金等支出が２億８，７２６万６千円、

他会計等への繰出金等のうち建設費に充てられたものが７，５４４万３千円となっており、合計

は１８億３，４７７万１千円となっています。 

 公共資産整備支出の財源となったものは、国県補助金等が３億９，７６９万１千円、地方債発

行額が３億５，３９０万円などで合計７億５，１５９万１千円で、収支不足額の１０億８，３１８万円

は経常的収支の差額により賄われたことになります。 

【投資・財務的収支の部】 

 支出には、地方債償還額１６億８，８５９万９千円のほか、他会計等への公債費充当財源繰

出支出が９億９，０８０万４千円、基金積立額が１０億４，７９５万円、貸付金が３億７，８０５万５千

円などで合計４１億７９７万８千円となっています。収入では、貸付金回収額が４億１９３万円、

地方債発行額が３億２，３２０万円などで、収入合計は８億２，７２９万５千円であり、収支不足額

の３２億８，０６８万３千円は経常的収支の差額により賄われたことになります。 

 収入の合計が １７０億１，８９１万５千円に対して、支出の合計が１６８億５，００５万１千円とな

り、当期収支は１億６，８８６万４千円の増加となり、期末の歳計現金残高は５億８，２４３万６千

円となりました。 

【注記】 

１．一時借入金に関する情報

 一時借入金の借入及び返済は決算上歳入歳出として扱われないため、資金収支計算書に

も計上されません。しかしながら、資金繰りに関する重要な情報として注記しています。なお、

一時借入金は、借入限度額を２２億円とし、借入額のピークは財政調整基金からの繰替運用

額３億円となっています。 

２．基礎的財政収支（プライマリ－バランス）に関する情報

 基礎的財政収支とは、地方債などの借金を除いた歳入と、過去の借金の元利払いなどを除
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いた歳出の差のことで、歳出のほうが多ければ将来の借金負担が増加していくこととなり、少な

ければ借金がしていることを示します。平成２２年度末では、地方債の元利償還額１９億４，２８

２万４千円が地方債の発行額１５億９，２７９万６千円を上回っていることや財政調整基金等積

立額が１億１，６７０万７千円増加したなどにより１１億５，８５６万８千円のプラスとなっています。 
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Ⅲ 男鹿市全体の財務書類４表 

 市では普通会計で行っている事業のほかに、病院事業や水道事業、下水道事業、国民健

康保険事業、介護保険事業などの事業を行っています。市の財政は、普通会計のみで成り立

っているわけではないため、市全体のストック情報やコスト情報を把握するためには、他の特

別会計や公営事業会計を対象とした市全体の財務書類を用います。 

１ 市全体の対象範囲と前提条件について 

（１） 対象範囲 

 ① 普通会計 

  （一般会計、診療所特別会計（へき地診療所に係る部分）） 

 ② 公営事業会計 

 ・国民健康保険特別会計 

 ・老人保健特別会計 

 ・診療所特別会計 

 ・介護保険特別会計 

 ・後期高齢者医療特別会計 

 ・下水道事業特別会計 

 ・農業集落排水事業特別会計 

 ・漁業集落排水事業特別会計 

 ・男鹿みなと市民病院事業会計 

・上水道事業会計 

 ・ガス事業会計 

（２） 前提条件

 （財務書類４表の作成方法） 

 地方公営企業を適用している病院事業会計、上水道事業会計、ガス事業会計については、

地方公営企業法施行規則等に基づいて作成している決算書等により作成しております。また、

そのほかの公営事業会計については、総務省の地方公営企業決算状況調査や歳入歳出決

算書等に用い、普通会計の作成方法に準じて作成しております。 

 （連結内部の相殺消去） 

 連結対象となる会計間での繰出し、繰入れなどの取引があった場合は、その支出及び収入

をそれぞれ削除しております 
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２ 男鹿市全体の財務書類４表 
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Ⅳ 連結財務書類４表 

１ 連結財務書類４表とは 

 連結財務書類４表とは、普通会計や特別会計などの自治体全体の会計のほか、自治体と連

携して行政サービスを行っている一部事務組合、地方三公社、第三セクターなどの関係団体

や法人を一つの行政サービス実施主体とみなして作成する「貸借対照表」、「行政コスト計算

書」、「純資産変動計算書」、「資金収支計算書」で構成される財務書類をいいます。 

２ 連結の対象範囲と前提条件について 

 ① 連結の対象範囲

 【一部事務組合等】 

 男鹿市が加入している一部事務組合及び広域連合が連結の対象となります。 

 連結に際しては、一部事務組合等の財務書類のうち、男鹿市の当該年度経費負担割合相

当分を連結する「比例連結」を行います。 

 ・男鹿地区消防一部事務組合 

 ・男鹿地区衛生処理一部事務組合 

 ・八郎湖周辺清掃事務組合 

 ・秋田県市町村総合事務組合 

 ・秋田県市町村会館管理組合 

 ・秋田県後期高齢者医療広域連合 

 【地方三公社】 

 ・男鹿市土地開発公社 

 【第三セクター等】 

 市の出資比率が５０％以上の法人が連結対象となります。 

 ・男鹿市地域振興公社 

 ② 前提条件

 （連結財務書類４表の作成方法） 

 【一部事務組合等】 

 普通会計と同様に総務省で行う「地方財政状況調査」及び「歳入歳出決算書」等を活用して

作成しています。 

 【土地開発公社】 

 土地開発公社業務報告書等により作成しています。 
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 【第三セクター等】 

 対象法人の会計基準に基づいて作成している決算書等を活用して作成しています。 

 （連結内部の相殺消去） 

 連結対象となる会計・団体・法人間で負担金・補助金の支出や取引があった場合は、その支

出及び収入をそれぞれから削除しています。また、相互間に出資などの関係がある場合には、

貸借対照表の残高からそれぞれ削除しています。 
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３ 連結財務書類４表 
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